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□
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
６
号
）

　

５
７
２
３
万
円
が
追
加
さ
れ
予

算
額
が
59
億
５
７
０
３
万
円
に
な

り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
普
通
交
付
税　
　

５
０
０
万
円

・
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
負

　

担
金　
　
　
　

２
４
５
５
万
円

・
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
費

　

補
助
金　
　
　

１
５
７
５
万
円

・
ふ
る
さ
と
応
援
事
業
寄
附
金

　
　
　
　

１
１
７
４
万
円

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

▲
１
億
５
０
０
０
万
円

・
前
年
度
繰
越
金

　
　
　
　
　

１
億
４
２
８
８
万
円

・審議した議案①

　第４回定例会が１２月１４日から１５日の間

で開催され、一般会計補正予算など５件の議案

審議を行い、いずれも原案のとおり可決しまし

た。

臨
時
福
祉
給
付
金
　
１
５
７
５
万
円
を
補
正

消
費
税
率
引
上
げ
に
際
し
低
所
得
の
住
民
に
給
付

審 

議 

し 

た 

議 

案

・
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
債

６
１
０
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
代
行
委
託

　

料　
　
　
　
　
　

６
５
９
万
円

・
臨
時
福
祉
給
付
金　
　

１
５
７
５
万
円

・
農
業
後
継
者
育
成
支
援
対
策
事

　

業
費
補
助
金　
　

５
０
０
万
円

・
重
機
等
借
上
料
（
除
雪
用
シ
ョ

　

ベ
ル
）　
　
　
　

２
７
９
万
円

・
佐
藤
の
沢
川
災
害
復
旧
工
事

９
９
８
万
円

・
イ
ワ
シ
ュ
ケ
コ
マ
ナ
イ
川
災
害

　

復
旧
工
事　
　

１
３
５
７
万
円

4

除
雪
体
制
見
直
し
に
伴
い
重
機
を
借
上
げ　

２
７
９
万
円

イワシュケコマナイ川（昨年９月撮影）

第４回定例会

予　

算

一般会計
補正予算

5

　　　　・審議した議案②

　　　　・補正予算質疑の中から

□
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
同

　

意

　

現
固
定
資
産
評
価
員
の
川
又
則

之
氏
の
辞
任
に
伴
い
、
次
の
方
の

選
任
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

◎
永
代
町　

斉 

藤 

裕 

美　

氏

第４回定例会

同　

意

◎
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

【
質
問
】
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
し

て
は
最
近
全
国
的
に
脚
光
を
浴
び

て
い
て
、
納
税
額
が
非
常
に
伸
び

て
い
る
自
治
体
が
多
い
。
納
税
者

の
興
味
は
返
礼
品
に
あ
り
、
町
に

も
い
ろ
い
ろ
有
名
な
も
の
が
あ
る

と
思
う
が
、
今
後
の
考
え
方
は
。

【
答
弁
】
町
の
特
産
品
や
町
の
事

業
者
が
取
り
扱
う
販
売
品
等
を
返

礼
品
に
充
て
て
い
ま
す
。
お
金
を

集
め
る
と
い
う
こ
と
も
大
切
で
す

が
、
町
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
形

で
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

【
質
問
】
返
礼
品
に
限
ら
ず
、
宿

泊
施
設
の
優
待
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
の
一
日
開
放
な
ど
取
り
入
れ
て

は
ど
う
か
。

【
答
弁
】
今
後
の
推
移
を
見
な
が

ら
、
必
要
に
応
じ
、
観
光
客
の
誘

致
に
つ
な
が
る
よ
う
な
も
の
も
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　固定資産評価員の選任について同意しまし

た。また、８件の意見書を可決し、関係省庁に

提出しました。

条　

例

補正予算

質疑の中から

 

□
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数

　

に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

農
業
委
員
会
改
正
法
に
伴
い
、

公
選
制
か
ら
任
命
制
に
変
更
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
た
に
定
数

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

報　

告

□
総
務
福
祉
、
産
業
文
教
常
任

　

委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告

　

２
常
任
委
員
会
の
合
同
で
行
っ

た
道
内
行
政
調
査
に
つ
い
て
、
但

木
議
会
運
営
委
員
長
か
ら
報
告
が

意
見
書

□
大
雨
災
害
に
関
す
る
意
見
書

　

平
成
28
年
８
月
、
道
内
で
は
台

風
上
陸
・
接
近
の
た
め
、
河
川
の

氾
濫
に
よ
る
浸
水
被
害
、
道
路
の

決
壊
、
土
砂
災
害
が
発
生
し
ま
し

た
。

　

定
置
網
や
養
殖
施
設
等
の
水
産

被
害
も
大
き
く
、
住
民
の
暮
ら
し

や
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
お
り
、
一
日
も
早
く
元
の
生
活

を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
今
後
の
防

災
対
策
の
充
実
に
向
け
、
災
害
復

旧
へ
の
財
政
措
置
や
各
種
支
援
制

　

な
お
委
員
の
定
数
に
つ
い
て

は
、
現
行
と
同
じ
16
名
と
な
っ
て

い
ま
す
。

□
税
条
例
の
一
部
改
正

　

日
本
と
台
湾
の
間
で
二
重
課
税

の
回
避
及
び
脱
税
を
防
止
す
る
た

め
の
、
日
台
民
間
租
税
取
決
め
協

定
締
結
に
基
づ
く
関
係
法
律
改
正

に
伴
い
、
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

　

改
正
の
内
容
は
、
台
湾
所
在
の

投
資
事
業
組
合
等
を
通
じ
て
支
払

い
を
受
け
る
利
子
配
当
等
に
係
る

個
人
の
町
民
税
に
つ
い
て
申
告
分

離
課
税
と
し
、
３
％
の
所
得
割
を

課
税
す
る
こ
と
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。

□
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

　

部
改
正

　

町
税
条
例
同
様
、
日
台
民
間
租

税
取
決
め
協
定
締
結
に
基
づ
く
関

係
法
律
改
正
に
伴
い
、
国
民
健
康

度
の
柔
軟
な
運
用
な
ど
を
要
望
す

る
意
見
書
が
可
決
さ
れ
、
関
係
大

臣
宛
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

□
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金

　

制
度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意

　

見
書

　

地
方
分
権
時
代
を
迎
え
た
今

日
、
地
方
議
会
の
果
た
す
べ
き
役

割
と
責
任
が
格
段
に
重
く
な
る
一

方
、
町
村
で
は
議
員
の
な
り
手
不

足
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
の
幅
広
い
政
治
参
加
や
地

方
議
会
に
お
け
る
人
材
確
保
の
観

点
か
ら
、
地
方
議
会
議
員
の
厚
生

年
金
制
度
加
入
の
た
め
の
法
整
備

を
早
急
に
実
現
す
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
意
見
書
が
可
決
さ
れ
、
関

係
大
臣
宛
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

□
Ｊ
Ｒ
北
海
道
へ
の
経
営
支
援

　

を
求
め
る
意
見
書

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、
営
業
路
線
の

お
よ
そ
半
分
を
、
単
独
で
維
持
が

困
難
で
あ
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

鉄
道
は
地
域
間
交
通
の
根
幹
を

担
っ
て
お
り
、
特
に
本
町
の
住
民

に
も
関
係
す
る
石
北
本
線
に
つ
い

て
は
、
旭
川
・
札
幌
を
結
ぶ
唯
一

の
鉄
路
で
あ
り
、
地
域
の
観
光
や

物
流
の
根
幹
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
公
共
交
通
機
関
と
し

て
の
役
割
を
発
揮
で
き
る
よ
う
Ｊ

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

　

改
正
の
内
容
は
、
台
湾
に
所
在

の
投
資
事
業
組
合
等
を
通
じ
て
支

払
い
を
受
け
る
利
子
配
当
等
を
、

国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
割
算
定

及
び
軽
減
判
定
に
用
い
る
総
所
得

金
額
に
含
め
る
特
例
を
新
設
す
る

も
の
で
す
。

□
農
業
振
興
条
例
の
一
部
改
正

　

農
地
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

農
業
振
興
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

な
さ
れ
ま
し
た
。

（
報
告
要
旨
は
14
Ｐ
か
ら
掲
載
）

町内にも被害をもたらした大雨災害
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・審議した議案③

Ｒ
北
海
道
の
経
営
自
立
に
向
け
、

財
政
支
援
な
ど
を
強
く
要
望
す
る

意
見
書
が
可
決
さ
れ
、
関
係
大
臣

宛
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

□
「
高
額
療
養
費
」
「
後
期
高

　

齢
者
の
窓
口
負
担
」
の
見
直

　

し
に
あ
た
り
、
現
行
制
度
の

　

継
続
を
求
め
る
意
見
書

　

厚
生
労
働
省
の
社
会
保
障
制
度

審
議
会
医
療
保
険
部
会
で
は
、
70

歳
以
上
の
自
己
負
担
月
額
の
引
き

上
げ
、
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
窓

口
負
担
を
原
則
１
割
か
ら
２
割
へ

引
き
上
げ
る
な
ど
の
見
直
し
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
な
る
負
担
増
は
高
齢
者
の
生

活
を
圧
迫
し
、
必
要
な
医
療
が
受

け
ら
れ
な
い
事
態
が
深
刻
化
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

現
行
の
高
額
療
養
制
度
、
後
期
高

齢
者
の
窓
口
負
担
の
継
続
を
求
め

る
意
見
書
が
可
決
さ
れ
、
関
係
大

臣
宛
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

□
国
に
よ
る
子
ど
も
医
療
費
無

　

料
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意

　

見
書

　

我
が
国
の
15
歳
未
満
の
子
ど
も

の
数
は
35
年
連
続
で
減
少
し
、
総

人
口
に
占
め
る
子
ど
も
の
割
合

は
、
世
界
最
低
水
準
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

７

・町長行政報告 　町長より行政報告がなされました。

■
農
業
情
勢
に
つ
い
て

　

秋
蒔
き
小
麦
の
黒
穂
病
の
発

生
と
、
８
月
に
入
り
相
次
ぐ
台

風
の
上
陸
と
、
そ
の
後
の
不
安

定
な
天
候
の
影
響
を
受
け
、
農
産

物
全
体
と
し
て
は
平
成
28
年
度
農

産
販
売
計
画
16
億
５
０
０
０
万

円

に

対

し
、

実

績
23

％

減

の

12
億
６
０
０
０
万
円
と
な
る
見
込

み
と
の
報
告
で
す
。

　

畜
産
に
つ
い
て
は
、
生
乳
生
産

で
は
搾
乳
戸
数
減
少
に
よ
り
当
初

計
画
の
98
・
７
％
と
な
り
、
規
模

拡
大
農
家
の
生
乳
生
産
に
大
い
に

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

酪
農
畜
産
の
販
売
額
で
は
、
計

画
77
億
４
０
０
０
万
円
に
対
し
、

乳
価
の
引
き
上
げ
や
個
体
販
売
全

体
が
堅
調
に
推
移
し
た
た
め
、
実

績
で
は
81
億
７
０
０
万
円
程
度
と

な
る
見
込
み
で
す
。

　

農
業
販
売
額
全
体
で
は
、
当
初

計
画
94
億
２
０
０
万
円
に
対
し
、

実
績
で
は
計
画
を
０
・
４
％
下
回

る
93
億
６
０
０
０
万
円
程
度
と
な

る
見
込
み
で
あ
る
と
の
報
告
で

す
。

■
漁
業
に
つ
い
て

　

当
初
計
画
６
６
５
０
ト
ン
で
ス

タ
ー
ト
し
た
外
海
ホ
タ
テ
に
つ

い
て
は
、
水
揚
量
減
少
に
よ
り
最

終
的
に
は
約
６
３
６
０
ト
ン
で

終
了
、
減
産
に
よ
る
価
格
高
騰
を

受
け
、
目
標
額
の
１
２
６
％
の
約

15
億
６
０
０
０
万
円
と
な
り
、
養

殖
ホ
タ
テ
は
、
生
産
数
量
は
計
画

よ
り
若
干
低
い
１
６
４
０
ト
ン
が

見
込
ま
れ
、
価
格
は
計
画
に
対
し

１
６
０
％
の
約
７
億
２
０
０
０
万

円
と
な
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

さ
け
・
ま
す
定
置
網
漁
業
に

つ

い

て

は
、

ま

す

は

豊

漁

と

な

り
、

水

揚

高

６

９

８

％

の

５
５
７
ト
ン
、
金
額
７
７
０
％
の

１
億
５
０
０
０
万
円
で
９
月
12
日

終
了
、
さ
け
は
計
画
数
量
に
届
か

ず
９
９
４
ト
ン
で
高
単
価
に
恵
ま

れ
１
７
７
％
の
５
億
３
０
０
０
万

円
で
11
月
末
終
了
し
て
い
ま
す
。

■
林
業
に
つ
い
て

　

町
有
林
に
つ
い
て
は
、
計
画
し

て
い
た
造
林
事
業
・
下
刈
り
事
業

な
ど
67
箇
所
を
実
施
し
、
現
在
は

除
間
伐
事
業
２
箇
所
を
実
施
中

で
、
今
後
さ
ら
に
除
間
伐
事
業
を

１
箇
所
行
い
、
国
の
補
助
制
度
を

活
用
し
な
が
ら
継
続
的
な
森
林
資

源
の
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。　

　

民
有
林
に
つ
い
て
も
、
森
林
組

合
に
お
い
て
補
助
制
度
を
活
用

し
、
造
林
事
業
・
下
刈
り
事
業
な

ど
２
３
９
事
業
が
実
施
並
び
に
こ

れ
か
ら
計
画
さ
れ
て
お
り
、
民
有

林
の
適
切
な
保
護
育
成
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

■
商
工
業
に
つ
い
て

　

町
内
で
の
消
費
拡
大
を
目
的
に

推
進
し
て
い
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

ふ
る
さ
と
商
品
券
に
つ
い
て
は
、

冬
の
販
売
が
11
月
27
日
に
行
わ

れ
、
12
月
22
日
ま
で
販
売
予
定
で

す
。
商
工
業
活
性
化
補
助
金
に
つ

い
て
は
５
件
の
利
用
、
住
宅
建
設

天候に泣いた今季の農業（小麦刈り取り）

第４回定例会

町長行政報告

（要　旨）

事
業
補
助
金
に
つ
い
て
は
新
築
４

件
、
増
改
築
17
件
の
利
用
、
ト
ー

ヨ
ー
タ
イ
ヤ
販
売
促
進
事
業
に
つ

い
て
は
第
２
四
半
期
ま
で
３
３
７

本
の
販
売
と
な
っ
て
お
り
、
町
内

消
費
活
動
の
活
発
化
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

■
公
共
事
業
の
執
行
状
況

　

平
成
28
年
度
で
計
画
し
て
い
る

工
事
と
委
託
に
つ
い
て
、
現
在
ま

で
の
事
業
件
数
57
件
、
事
業
費
の

総
額
７
億
９
０
０
０
万
円
の
う

ち
、
８
月
発
生
の
台
風
11
号
に
よ

る
災
害
復
旧
事
業
を
除
い
た
全
て

の
事
業
が
発
注
さ
れ
、
す
で
に
多

く
の
事
業
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
は
、

早
い
降
雪
の
影
響
を
受
け
、
建
設

機
械
の
手
配
や
現
場
で
の
作
業
が

思
う
よ
う
に
進
ま
ず
厳
し
い
状
況

の
中
、
急
ピ
ッ
チ
で
復
旧
作
業
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　

道
営
土
地
改
良
事
業
の
執
行
に

つ
い
て
は
、
道
営
畑
地
帯
総
合
整

備
事
業
（
若
佐
地
区
）
は
、
計
画

ど
お
り
順
調
に
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
道
営
草
地
整
備
事

業
（
オ
ホ
ー
ツ
ク
佐
呂
間
地
区
）

に
つ
い
て
は
、
天
候
不
良
の
た
め

完
了
せ
ず
、
事
業
の
一
部
を
次
年

度
に
繰
り
越
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

少
子
化
の
進
行
は
社
会
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
子
育
て

家
庭
の
負
担
軽
減
が
重
要
施
策
と

な
っ
て
お
り
、
本
町
を
は
じ
め
各

自
治
体
で
助
成
制
度
が
実
施
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
格
差
が
年
々
拡

大
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
、
育

て
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現

に
は
、
国
の
支
援
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
当
面
、
就
学
前
ま

で
の
国
に
よ
る
子
ど
も
医
療
費
無

料
制
度
の
早
期
創
設
を
要
望
す
る

意
見
書
が
可
決
さ
れ
、
関
係
大
臣

宛
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

□
国
民
健
康
保
険
療
養
費
国
庫

　

負
担
金
の
調
整
（
減
額
）
廃

　

止
を
求
め
る
意
見
書

　

国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
医
療

費
助
成
に
つ
い
て
は
、
現
物
給
付

方
式
の
場
合
、
国
庫
負
担
金
が
減

額
さ
れ
、
財
政
運
営
上
支
障
を
来

す
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
厚
生
労
働
省
の
社
会
保

障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
に
お
い

て
も
、
早
急
に
見
直
す
べ
き
と
の

意
見
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も

医
療
費
に
係
る
国
民
健
康
保
険
国

庫
負
担
金
の
減
額
制
度
の
廃
止
を

要
望
す
る
意
見
書
が
可
決
さ
れ
、

関
係
大
臣
宛
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

□
全
国
規
模
の
総
合
的
な
ア
イ

　

ヌ
政
策
の
根
拠
と
な
る
新
た

　

な
法
律
の
早
期
制
定
を
求
め

　

る
意
見
書

　

ア
イ
ヌ
民
族
に
関
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
も
社
会
的
・
経
済
的
地
位

の
向
上
の
た
め
諸
施
策
を
推
進
し

て
き
て
お
り
、
平
成
20
年
６
月
に

は
衆
参
両
院
に
お
い
て
「
ア
イ
ヌ

民
族
を
先
住
民
族
と
す
る
こ
と
を

求
め
る
決
議
」
が
可
決
さ
れ
、
政

府
は
「
ア
イ
ヌ
政
策
の
あ
り
方
に

関
す
る
有
識
者
懇
談
会
」
を
設
置

し
、
有
権
者
の
意
見
を
踏
ま
え
、

総
合
的
な
施
策
の
確
立
に
向
け
た

検
討
が
な
さ
れ
、
立
法
措
置
検
討

の
必
要
性
も
盛
り
込
ま
れ
た
提
言

が
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ア
イ
ヌ
の
人
達
が
民
族
と
し
て

の
名
誉
と
尊
厳
を
保
持
し
、
こ
れ

を
次
世
代
へ
継
承
し
て
い
く
こ
と

は
、
活
力
あ
る
社
会
を
形
成
す
る

共
生
社
会
の
実
現
に
資
す
る
も
の

で
あ
り
、
さ
ら
な
る
施
策
を
具
体

化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
に
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
、
「
民
族
共
生
の
象
徴
と

な
る
空
間
」
も
整
備
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
歴
史
的
経
緯
や
今
後
の
ア

イ
ヌ
政
策
の
推
進
に
当
た
り
、
国

主
体
の
総
合
的
な
政
策
を
推
進
す

る
根
拠
と
な
る
法
律
の
制
定
を
求

め
る
意
見
書
が
可
決
さ
れ
、
関
係

大
臣
宛
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

□
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護

　

の
実
現
と
夜
勤
交
替
制
労
働

　

の
改
善
を
求
め
る
意
見
書

　

医
療
や
介
護
の
現
場
は
、
慢
性

的
な
人
手
不
足
と
な
っ
て
お
り
、

厚
生
労
働
省
は
、
平
成
23
年
６
月

に
勤
務
環
境
整
備
を
求
め
る
通
知

を
出
す
と
と
も
に
、
平
成
26
年
10

月
に
は
、
医
療
法
に
勤
務
環
境
改

善
の
努
力
義
務
が
規
定
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
19
年
に
改
訂
さ

れ
た
福
祉
人
材
確
保
指
針
に
お
い

て
も
、
働
く
者
の
負
担
軽
減
、
介

護
・
福
祉
の
質
の
確
保
の
た
め
の

体
制
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
と
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
依
然
と
し
て
長
時
間

夜
勤
や
一
人
夜
勤
な
ど
で
、
働
く

者
の
健
康
と
、
患
者
や
利
用
者
の

安
全
が
お
び
や
か
さ
れ
る
実
態
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
看
護
師
、

介
護
職
な
ど
の
夜
勤
交
替
制
労
働

に
お
け
る
労
働
環
境
の
改
善
、
夜

勤
回
数
の
制
限
、
介
護
施
設
な
ど

に
お
け
る
一
人
夜
勤
の
早
期
解
消

な
ど
を
要
望
す
る
意
見
書
が
可
決

さ
れ
、
関
係
大
臣
宛
提
出
さ
れ
ま

し
た
。


